
平
成
三
十
年
六
月
一
日
提
出

質
問
第
三
四
二
号

原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
全
面
転
換
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

中

谷

一

馬

342



原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
全
面
転
換
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
政
策
は
、
非
常
に
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
私
た
ち
の
世
代
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
子
や
孫
の

世
代
に
何
を
残
す
の
か
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
問
わ
れ
て
い
る
。

原
発
は
、
現
時
点
の
技
術
に
お
い
て
は
残
念
な
が
ら
人
類
と
の
共
存
が
困
難
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
私

た
ち
の
お
か
れ
た
現
状
は
、
「
原
発
に
頼
る
か
頼
ら
な
い
か
の
時
代
」
で
は
な
く
、
「
原
発
に
頼
れ
な
い
時
代
」
で
あ
る
と
い

う
明
確
な
認
識
を
持
っ
た
行
動
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
時
代
の
岐
路
に
立
つ
今
、
原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
で
、
産
業
構
造
の
転
換
を
図
り
、

強
い
経
済
と
安
心
雇
用
を
担
保
し
た
安
心
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

一

新
聞
各
社
の
世
論
調
査
を
見
る
と
、
我
が
国
の
世
論
も
原
発
ゼ
ロ
に
根
強
い
支
持
が
あ
り
、
平
成
三
十
年
一
月
十
五
日
の

共
同
通
信
の
調
査
で
は
、
原
発
即
時
停
止
に
賛
成
四
十
九
％
、
反
対
四
十
二
％
と
さ
れ
、
ま
た
、
同
年
二
月
二
十
日
の
朝
日

新
聞
の
調
査
で
は
、
原
発
再
稼
働
に
反
対
六
十
一
％
、
賛
成
二
十
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
五
月
十
四
日
の
東
京
新
聞
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
「
意
見
箱
」
に
寄
せ
ら
れ
て
い

一



る
意
見
も
、
三
分
の
二
が
現
行
の
原
子
力
政
策
に
反
対
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
世
論
か
ら
は
、
原
発
再
稼
働
に
反
対
の
意
向
が
強
く
、
原
発
に
頼
ら
な
い
社
会
を
求
め
る
熱
意
は
す

こ
ぶ
る
強
い
状
態
で
あ
り
、
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
こ
の
声
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
世
界
の
原
発
利
用
の
歴
史
と
今
」
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
潮
流
も
ド
イ
ツ
・
韓
国
・
ベ
ル

ギ
ー
・
台
湾
・
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
は
原
発
ゼ
ロ
に
向
け
た
舵
を
切
り
、
米
国
は

三
十
年
間
新
規
建
設
な
く
事
業
者
も
今
後
投
資
す
る
意
思
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
英
国
で
も
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
一
基
を
残
し
閉
鎖
予
定
で
自
国
に
よ
る
新
規
建
設
は
な
し
、
フ
ラ
ン
ス
も
オ
ラ

ン
ド
前
大
統
領
当
時
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
法
」
に
よ
る
縮
減
方
針
な
ど
、
世
界
的
に
衰
退
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
世
界
各
国
の
動
向
を
我
が
国
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

我
が
国
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
全
国
の
原
発
が
順
次
停
止
さ
れ
、
ほ
ぼ
「
原
発
ゼ
ロ
」
状
態
と
な
っ
た
が
、
原
発
ゼ
ロ

で
も
日
本
社
会
は
回
っ
て
き
た
。
近
年
、
再
稼
働
し
た
原
発
も
あ
る
が
そ
の
割
合
は
、
二
〇
一
六
年
で
、
一
�
七
％
に
過
ぎ

二



ず
、
原
発
に
頼
る
必
要
は
全
く
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

平
成
二
十
六
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
「
原
発
依
存
度
を
可
能
な
限
り
低
減
す
る
」
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
文
言
が
示
す
意
味
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
原
発
の
電
源
構
成
比
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
）
に
お
い
て
二
〇
三
〇
年
度
に
二
十
％
か
ら
二
十
二
％
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
見
直
し
、
原
発

依
存
度
を
さ
ら
に
低
く
す
る
見
通
し
を
た
て
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

五

政
府
は
、
原
発
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
り
世
界
で
最
も
厳
し
い
水
準
の
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
判
断
を
尊
重
し
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
進
め
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
原
発
の
事
故
発
生
の
リ
ス

ク
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
二
度
と
事
故
を
起
こ
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
政
府
が
保
障
し
て
責
任
を
担
え
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

政
府
は
、
「
原
発
ゼ
ロ
は
責
任
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
は
言
え
な
い
」
旨
の
表
明
を
し
て
い
る
が
、
事
故
が
発
生
し
た

場
合
に
は
政
府
が
そ
の
影
響
に
関
す
る
全
て
の
責
任
を
担
え
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

三



七

原
発
停
止
の
影
響
と
し
て
、
政
府
は
、
「
多
く
の
原
発
が
止
ま
り
、
東
日
本
大
震
災
前
か
ら
一
般
家
庭
の
電
気
代
が
十
％

上
が
り
、
国
民
負
担
が
増
大
し
、
火
力
発
電
の
燃
料
代
二
十
五
兆
円
が
海
外
に
流
出
し
た
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
原
発
に

関
連
し
た
費
用
も
高
額
で
あ
り
、
建
設
費
用
に
つ
い
て
は
東
日
本
大
震
災
後
に
高
騰
し
て
お
り
、
一
基
あ
た
り
約
一
兆
円
程

度
か
か
る
と
い
う
こ
と
が
有
識
者
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
故
処
理
・
廃
炉
等
に
要
す
る
費
用
と
し
て
は
、
平
成

二
十
九
年
二
月
二
十
九
日
の
東
京
新
聞
に
よ
れ
ば
、
原
発
処
理
費
四
十
兆
円
、
国
民
一
人
当
た
り
三
十
二
万
円
程
度
の
費
用

が
国
民
負
担
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

原
発
を
費
用
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
時
に
お
け
る
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
コ
ス
ト
、

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
、
こ
れ
ら
に
備
え
た
処
理
対
策
費
用
な
ど
様
々
な
費
用
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
見
て
も
原
発
の

経
済
合
理
性
は
破
た
ん
し
て
お
り
、
原
発
の
運
用
は
非
常
に
高
価
に
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

九

大
震
災
後
七
年
間
、
ほ
ぼ
「
原
発
ゼ
ロ
」
状
態
で
も
問
題
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、
将
来
に

わ
た
る
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
行
政
の
長
た
る
内
閣
総
理
大
臣
が
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
方
面
が

四



一
斉
に
準
備
を
始
め
る
と
と
も
に
、
電
力
会
社
に
お
い
て
も
、
原
発
用
に
空
け
て
い
た
送
電
線
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

発
電
し
た
電
気
を
流
す
こ
と
が
で
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
急
速
に
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ

う
し
た
観
点
か
ら
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
お
い
て
は
今
こ
そ
原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
全
面
転
換
を
決
断
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


